
クーリングユニット 据付説明書
取付（据付）作業を行う前に、必ず、この取付（据付）説明書のほか、取扱説明書もお読みの上、
作業を行ってください。
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１．クーリングユニットの取付
（１）クーリングユニットを保冷庫内より取出し、天井面にの

せてください。（ユニット背面のボルトの取付け穴に合わ
せのせてください。）

※ユニットをのせた状態で、ユニットを横にずらすとガスケット
を破損するおそれがありますので注意してください。
ユニットの位置を調整する場合は、必ず、ユニットを持ち上
げた状態で、行ってください。
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2．ドレン配管取付・注意事項

（２）クーリングユニットを保冷庫に固定するときは、右図のよ
うに1ヶ所をボルト、2ヶ所を取付金具+ボルトにて固定し
てください。（ボルト、取付金具は付属）

（１）ドレンホースをユニットの背面パネル側にあるドレンソケットの根元まで確実に差し込んでください。

（2）ドレン配管の取付後、ドレン配管が、右図のように必ず
下り勾配になっていること、また、空気たまりがないこと、
配管の波うちがないことを確認してください。

ドレンホースはクリップにて保冷庫に固定されておりますので、一度、クリップを緩め、ドレンホースをドレンソケットに
差し込んだ後、再度、クリップにて、確実に固定してください。

（３）クーリングユニットの取付完了後、庫内よりすき間がないか必ず確認してください。
 （光もれがないか確認してください。）

1. 板金のコーナー部等で怪我をしない様に手袋等の保護具を着用して作業を行っ
てください。

2. 作業中は冷却ユニットの電源が切れていることを確認して作業を行ってください。

※ボルトを締付けすぎると保冷庫のナット
部分が浮き上がるおそれがありますの
で注意してください。

※取付け金具は2種類（LとR）ありますので、
　右図を確認し取付ける位置を間違えないよう、
注意してください。

※ドレン配管に不備があるとドレン排水不良により保冷庫設置場所の床面及び保冷庫内を濡らす
原因になることがあります。

注意

・粘着テープ固定具が外れるようであれば、PTTネジ等で固定してください。
・施行時などにドレンホース内に物が混入しないように注意してください。
・ドレン配管を延長する場合は、水道用の塩ビ管などを利用しドレン水が漏
れることのないように施行してください。

付属の取付金具R
(巾が広い）を
ご使用ください。

付属の取付金具L
（巾が狭い）を
ご使用ください。

取付穴

巾が狭い 巾が広い

取付金具L 取付金具R

（巾が狭い）


